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秋
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平
成
二
年
度
同
窓
会
入
会
式
は
、

三
月
七
日
（
木
一
卒
業
式
後
、
体
育

館
で
例
年
通
り
行
わ
れ
た
。

本
年
度
は
昭
和
二
十
年
季
で
現

く
の
が
肝
要
と
思
う
。
こ
れ
か
ら
出

て
ゆ
く
社
会
で
は
、
人
の
か
か
わ
。

合
い
が
一
番
大
切
な
こ
と
に
な
る
。

そ
の
中
で
同
窓
会
の
絆
は
非
常
に
強

い
も
の
で
、
世
の
中
に
で
て
、
秋
田

高
校
同
窓
会
の
人
々
と
様
々
な
所
で

出
会
う
と
思
う
。
県
内
外
を
問
わ
ず

外
国
に
ま
で
活
躍
の
場
を
求
め
て
い

る
人
も
沢
山
い
る
。
こ
う
い
う
方
々

と
の
人
間
的
な
つ
な
が
り
を
骨
に
保
っ

て
ゆ
く
こ
と
が
、
生
活
の
上
で
重
要

に
な
っ
て
く
る
。
同
窓
会
に
入
会
し

強
い
も
の
に
な
る
と
確
信
す
る
。
若

い
諸
君
の
入
会
を
心
か
毎
フ
奄
」

と
挨
拶
を
の
べ
た
。

先
輩
の
激
励
の
こ
と
ば
は
、
本
年

度
は
昭
和
二
十
五
年
卒
で
現
秋
田
大

学
医
学
部
生
理
学
教
室
教
授
の
小
川

哲
朗
氏
が
述
べ
た
。
「
同
窓
会
と
は

有
り
難
い
よ
う
な
わ
ず
ら
わ
し
い
よ

な
り
、
社
会
な
り
に
出
た
時
、

問
題
な
の
は
、
逆
境
に
立
っ
た
時
、

ど
う
自
分
の
身
を
処
す
る
か
と
い
う

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
先
ず
、
絶
え

ず
自
己
修
養
に
徹
底
し
て
つ
と
め
て

ほ
し
い
。
脳
の
生
理
学
の
立
場
か
ら
、

覚
え
て
ほ
し
い
言
葉
は
「
罫
t
．
5
」

と
才
旨
邑
で
あ
る
。
ネ
ー
チ
ャ
ー

う
な
も
の
で
、

先
輩
の
た
っ
て

の
お
願
い
で
登

場
す
る
こ
と
に

亀
温
膚
濁
瀾
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瀾
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絶
え
ざ
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自
己
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成
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在
学
校
医
で
も
あ
る
、
長
谷
山
博
氏

の
司
会
で
執
。
行
わ
れ
た
。

開
式
の
こ
と
ば
（
伊
藤
事
務
局
長
一

に
続
い
て
、
塩
田
雄
次
会
長
一
昭
5

卒
一
が
新
入
会
員
を
前
に
「
高
校
と

い
う
温
室
を
出
で
、
新
し
い
道
に
進

む
の
で
あ
る
が
、
そ
の
際
何
が
大
事

か
と
い
う
と
、
代
表
が
の
べ
た
、
自

由
の
重
大
さ
、
校
長
の
話
し
た
、
自

立
の
精
神
を
考
え
な
が
ら
進
ん
で
ゆ

た
こ
と
が
、
き
わ
め
て
大
き
な
役
割

を
果
た
す
の
だ
と
い
う
こ
と
を
よ
く

考
え
て
、
こ
れ
か
ら
も
同
窓
会
の
様
々

な
行
事
に
も
積
極
的
に
参
加
さ
れ
て
、

意
見
等
も
ど
し
ど
し
出
し
て
同
窓
会

の
力
強
い
発
展
に
寄
与
し
て
も
ら
い

た
い
。
同
窓
会
の
支
部
は
地
域
に
も

職
場
に
も
あ
る
の
で
、
先
輩
に
ど
ん

ど
ん
頼
っ
て
、
生
き
方
に
つ
い
て
教

え
を
乞
う
な
ど
し
た
ら
、
将
来
は
力

な
っ
た
。
」
と
ユ

ー
モ
ア
を
交
じ

え
て
の
べ
、
「
医

学
部
に
い
る
関

係
上
、
入
学
し

て
く
る
生
徒
を

見
て
い
る
と
気

合
が
足
。
な
い

と
思
う
。
高
校

を
出
て
、
大
学
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小川哲朗秋田大学医学部教授（昭25年卒）

田

口

田

田

囲

と
は
自
然
と
か
本
性
と
か
い
う
意
味

だ
が
、
ナ
ー
チ
ャ
ー
と
は
生
ま
れ
た

後
で
の
教
育
を
言
う
。
生
後
あ
る
期

間
（
人
間
で
い
え
ば
三
歳
か
ら
十
歳

位
一
が
大
事
で
あ
っ
て
、
そ
の
時
十

分
に
教
え
こ
む
と
、
将
来
は
脳
の
神

経
回
路
も
よ
く
で
き
て
よ
く
育
つ
こ

と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
諸
君
も
鍛
え

れ
ば
ま
だ
ま
だ
伸
び
る
。
絶
え
ず
自

己
教
育
に
つ
と
め
て
ほ
し
い
。
」
と

励
ま
さ
れ
た
。

最
後
に
新
入
会
員
を
代
表
し
て
、

庄
内
智
矢
君
が
「
入
会
の
喜
び
と
と

も
に
、
在
学
中
の
先
輩
の
御
支
援
、

御
援
助
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
。

三
年
間
の
経
験
と
様
々
な
友
を
え
た

わ
け
だ
が
、
こ
れ
か
ら
は
同
窓
会
と

い
う
大
き
な
絆
の
中
で
、
先
輩
た
ち

か
ら
指
導
を
い
た
だ
き
、
母
校
へ
の

誇
り
を
胸
に
、
同
窓
会
活
動
に
積
極

的
に
参
加
し
、
時
代
を
越
え
た
交
流

を
大
切
に
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
う
。

同
窓
会
会
員
と
し
て
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
る
。
」
と
力
強
い
あ
い

さ
つ
を
し
て
終
え
た
。
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今
か
ら
十
年
前
の
昭
和
5
6
年
秋
田

高
校
に
社
会
科
教
師
と
し
て
赴
任
し
、

そ
の
後
教
育
セ
ン
タ
ー
に
転
出
、
再

び
母
校
に
勤
務
す
る
こ
と
に
な
。
ま

し
た
。
丁
度
私
が
本
校
か
ら
出
る
頃

新
校
舎
の
建
設
が
始
ま
。
、
プ
レ
ハ

ブ
の
仮
校
舎
で
工
事
の
進
捗
状
況
を

横
目
に
し
な
が
ら
授
業
を
し
た
の
も

懐
か
し
い
限
。
で
す
。

五
年
振
り
に
秋
田
高
校
に
帰
っ
て

来
て
感
じ
た
の
は
、
校
内
の
諸
体
制

が
整
備
さ
れ
、
現
役
合
格
率
が
7
5
％

に
上
が
り
、
6
5
分
授
業
も
定
着
し
、

す
っ
き
。
し
た
形
に
な
っ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。

い
ず
れ
本
校
の
長
く
立
派
な
伝
統

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
い
か
に
し
て

変
化
す
る
社
会
の
要
求
に
対
応
し
て

い
く
か
が
今
後
の
課
題
で
あ
ろ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
、
大
局
を
見
な

が
ら
小
局
に
あ
た
っ
て
い
き
た
い
と

存
じ
て
お
り
ま
す
。

母
校
の
よ
り
一
層
の
充
実
の
た
め

微
力
を
尽
く
し
た
い
と
決
意
し
て
お

り
ま
す
の
で
何
卒
、
ご
指
導
ご
鞭
蛙

を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

▽
松
岡
正
樹
教
頭
の
略
歴

秋
田
高
、
一
ト
年
卒
金
沢
大
学
歴

史
専
攻
科
修
了
。
大
曲
高
、
秋
田
南

高
、
秋
田
高
各
教
諭
、
県
教
育
セ
ソ

タ
ー
主
任
指
導
主
事
を
経
て
本
校
に

着
任
。

高橋克二氏

こ
れ
ま
で
十
三
年
間
、
本
校
に
勤

務
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
引

き
続
い
て
の
教
頭
職
と
い
う
こ
と
で

改
め
て
そ
の
責
任
の
重
さ
を
痛
感
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

秋
高
も
こ
こ
数
年
の
間
に
、
新
し

い
校
舎
の
完
成
は
も
と
よ
り
、
二
期

制
6
5
分
授
業
の
導
入
な
ど
、
時
代
の

変
化
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
体
制
を

撃
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
長
い
伝
統
に

培
わ
れ
た
す
ぐ
れ
た
校
風
を
継
承
し

な
が
ら
、
文
武
両
道
、
本
校
の
教
育

目
標
実
現
の
た
め
に
一
層
の
努
力
を

傾
け
て
ま
い
。
ま
す
の
で
、
同
窓
各

位
の
絶
大
な
る
御
支
援
と
御
鞭
蛙
の

程
、
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
御

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

▽
高
橋
克
二
教
頭
の
略
歴

湯
沢
高
、
東
北
大
学
教
育
学
部
国

語
科
卒
、
東
北
電
子
工
業
高
、
湯
沢

北
高
、
秋
田
北
高
、
男
鹿
高
教
諭
を

経
て
、
昭
和
5
3
年
4
月
か
ら
本
校
に

動
頭
本
年
4
日
に
教
頭
と
な
る
。

藩
滞

「
同
窓
会
だ
よ
。
三
十
四
号
」
発

行
以
後
に
開
催
さ
れ
た
常
置
委
員
会

は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

▽
企
画
委
員
会
　
三
月
一
日
に
鎌
田

会
館
に
お
い
て
小
玉
副
会
長
以
下
六

名
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
、
辞
任
し

た
太
田
寿
男
委
員
長
の
後
任
に
つ
い

て
と
、
若
年
次
強
化
対
策
懇
談
会
の

開
催
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
し
た
。

本
年
度
一
回
目
の
企
画
委
員
会
は
、

四
月
十
六
日
に
千
秋
会
館
に
お
い
て
、

小
玉
副
会
長
以
下
七
名
が
出
席
し
て

開
催
さ
れ
た
。

ま
ず
、
太
田
委
員
長
の
後
任
に
は

同
じ
2
5
年
卒
の
大
友
康
二
氏
を
委
員

長
に
推
せ
ん
す
る
こ
と
で
一
致
し
た
。

J
次
に
、
若
年
次
（
特
に
5
1
年
次
以

隆
一
の
強
化
対
策
に
つ
い
て
話
し
合
っ

た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
ゆ

る
角
度
か
ら
検
討
し
て
、
年
内
に
そ

の
開
催
を
図
る
こ
と
と
し
た
。

更
に
は
、
今
年
度
の
事
業
日
程
と
、

当
番
年
次
打
合
会
の
も
ち
方
に
つ
い

て
話
し
合
い
が
さ
れ
た
。

▽
広
戟
委
員
会
　
本
年
度
最
初
の
広

報
委
員
会
は
、
田
宮
委
員
長
以
下
六

名
が
出
席
し
て
四
月
二
十
三
日
に
鎌

田
会
館
で
開
催
さ
れ
、
本
年
度
の
編

集
方
針
と
日
程
打
合
せ
及
び
3
5
号
の

編
集
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

編
集
方
針
は
特
に
変
更
が
な
く
、

1
2
0
周
年
実
行
委
員
会
の
活
動
に
応
じ

て
、
前
回
並
に
特
集
号
の
発
行
を
し

て
い
く
こ
と
と
し
た
。

▽
名
簿
委
員
会
　
五
月
二
十
四
日
栄

太
楼
旅
館
に
お
い
て
、
広
島
委
員
長
以

下
十
三
名
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
た
。

ま
ず
、
年
次
別
名
簿
委
員
を
何
日

ま
で
ど
の
よ
う
に
し
て
決
定
す
る
か

が
話
し
合
わ
れ
、
事
務
局
で
七
月
中

に
と
。
ま
と
め
る
こ
と
と
し
た
。

次
に
、
訂
正
名
簿
と
新
会
員
の
入

力
に
つ
い
て
話
し
あ
い
、
佐
藤
洋
委

員
と
田
近
委
員
と
で
七
月
中
旬
ま
で

に
終
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

な
お
、
入
力
終
了
後
に
は
名
簿
委

員
の
決
定
次
第
、
各
年
次
に
名
簿
の

凄
菩
俵
板
を
出
す
こ
と
と
し
た
。

▽
財
政
委
員
会
　
小
玉
委
員
長
以
下

七
名
が
出
席
し
て
、
七
月
一
日
鎌
田

会
館
で
開
催
、
平
成
二
年
度
決
算
及

び
三
年
度
予
算
案
と
、
1
2
0
周
年
の
決

算
・
予
算
案
な
ら
び
に
募
金
計
画
案

に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
。

繍
甜
　
ま
　
薪
乾
　
賢

週
休
二
日
制
の
普
及
、
労
働

時
間
の
短
縮
な
ど
で
余
暇
時
間

が
増
え
て
い
る
。
余
暇
が
あ
っ

て
も
先
立
つ
も
の
が
と
云
う
向

き
も
あ
る
が
、
こ
こ
数
年
の
円

高
で
、
去
年
の
海
外
旅
行
者
は

一
千
万
人
を
突
破
し
た
。
国
内

の
一
泊
以
上
の
旅
行
者
も
増
え

て
い
る
。
▼
国
内
の
旅
行
や
観

光
は
、
お
盆
や
年
末
年
始
、
連

休
に
集
し
て
い
る
。
こ
の
結
果

ど
こ
へ
行
っ
て
も
人
で
い
っ
ぱ

い
。
日
常
生
活
か
ら
離
れ
て
英

気
を
養
う
つ
も
り
だ
っ
た
の
が

疲
れ
だ
け
が
残
っ
た
と
不
満
を

も
ら
す
人
が
多
い
。
▼
学
校
が

休
み
で
な
い
と
家
族
そ
ろ
っ
て

旅
行
が
で
き
な
い
な
ど
様
々
な

理
由
が
あ
る
が
、
休
暇
の
と
り

方
や
旅
行
先
な
ど
一
定
の
パ
タ
ー

ソ
に
と
ら
わ
れ
過
ぎ
て
い
る
気

が
す
る
。
▼
国
立
・
国
定
な
ど

の
自
然
公
園
は
、
す
ば
ら
し
い

景
観
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

遊
歩
道
や
野
営
場
、
ビ
ジ
タ
ー

セ
ソ
タ
ー
な
ど
も
整
備
さ
れ
て

お
り
、
自
然
と
ふ
れ
あ
い
親
し

み
や
す
い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

▼
し
か
し
、
余
暇
を
常
に
有
名

な
観
光
地
や
レ
ジ
ャ
ー
施
設
へ

と
云
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
は
、
日
常

生
活
の
中
に
も
あ
る
。
街
の
中

の
公
園
は
そ
の
一
つ
だ
。
身
近

な
公
園
と
云
う
と
、
子
ど
も
の

遊
び
場
と
と
ら
え
る
人
が
多
い

が
、
最
近
は
、
お
年
寄
り
が
た

く
さ
ん
利
用
し
て
い
る
。
▼
砂

場
や
滑
り
台
な
ど
、
小
さ
な
子

ど
も
し
か
楽
し
め
な
い
児
童
公

園
も
、
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、

い
ろ
い
ろ
な
人
が
楽
し
め
る
公

園
に
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
▼
自
然
と
の
ふ
れ

あ
い
も
植
物
に
つ
い
て
の
知
識

を
持
っ
て
い
る
の
と
い
な
い
の

で
は
大
き
な
差
が
つ
く
、
余
暇

は
ゴ
ル
フ
・
カ
ラ
オ
ケ
・
読
書

な
ど
と
答
え
る
人
は
多
い
。
が
、

定
年
退
職
を
間
近
か
に
に
し
た

サ
ラ
リ
ー
マ
ソ
に
は
、
趣
味
ら

し
い
も
の
が
な
い
と
云
う
人
が

多
い
。
余
暇
の
利
用
を
考
え
た

ヽ
　
〇

、．レ



第　35　号
l
ノ

＿
L
■（2）平成3年8月20日　　　　　　　　　　　　　　　　秋高同窓会だよ

同
窓
会
館
の
建
設
と
記
念
行
事
や
年
史
の
刊
行
を

‥
1
2
0
周
年
実
行
委
員
会
‥

「
同
窓
会
だ
よ
り
三
十
四
号
」
発

行
以
後
に
開
催
さ
れ
た
1
2
0
周
年
記
念

事
業
実
行
委
員
会
の
各
専
門
別
委
員

会
の
状
況
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

各
委
員
会
の
開
催
期
日
は
、
別
記

一
会
賓
聖
口
）
の
通
。
で
あ
る
が
、

各
委
員
会
で
協
議
さ
れ
た
こ
と
に

つ
い
て
、
そ
の
ま
と
め
と
し
て
七
月

二
十
六
日
に
総
務
委
員
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
記
念
事
業
の
柱
と
も

な
る
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
同

窓
会
館
の
施
設
を
校
地
内
に
建
設
す

る
と
い
う
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

こ
の
会
館
に
は
同
窓
会
事
務
局
と
、

コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
ー
室
な
ど
同
窓
会
専

用
部
分
と
、
広
く
多
機
能
な
用
途
に

使
え
る
室
を
作
り
立
派
な
施
設
を
造

る
こ
と
を
話
し
合
っ
た
。

な
お
、
具
体
的
な
設
計
は
施
設
委

員
会
に
一
任
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
た
、
行
事
委
員
会
の
行
事
と
し

て
、
祝
賀
会
、
文
化
・
体
育
の
招
待

試
合
等
と
、
国
内
外
の
研
修
視
察
な

ど
の
案
が
出
さ
れ
了
承
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
校
史
委
員
か
ら
は
校
史

作
成
の
編
集
案
（
2
0
0
頁
程
慶
一
と
、

広
報
委
員
会
の
特
集
号
の
発
行
案
と

が
出
さ
れ
了
承
さ
れ
た
。

最
後
に
、
財
政
委
員
会
か
ら
の
収

支
予
算
案
と
募
金
計
画
案
と
に
つ
い

て
協
議
さ
れ
た
が
、
各
委
員
会
と
も

苦
し
い
予
算
と
な
る
だ
ろ
う
が
、
財

政
委
員
会
の
案
に
し
た
が
っ
て
事
業

の
推
進
を
は
か
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

と
し
た
。

な
お
、
募
金
目
標
額
は
一
億
円
と

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

募
金
業
務
の
進
め
方
に
つ
い
て
は
、

各
年
次
に
募
金
委
員
を
委
嘱
す
る
と

と
も
に
、
募
金
委
員
会
を
設
け
て
推

進
を
は
か
る
こ
と
と
し
た
。

本
年
度
の
当
番
年
次
（
S
1
1
、
2
0

q
翼
彗
5
1
一
打
合
会
は
、
五

月
十
日
、
栄
太
楼
旅
館
に
於
い
て
小

玉
副
会
長
、
清
水
企
画
委
員
と
、
各

年
次
よ
り
二
名
の
代
表
者
が
出
席
し

て
開
催
さ
れ
た
。

ま
ず
、
総
会
の
日
程
と
運
営
に
つ

い
て
協
議
し
た
が
、
期
日
は
諸
般
の

条
件
を
考
慮
し
て
八
月
二
十
五
日

（
日
一
午
後
二
時
か
ら
と
決
定
し
た
。

会
場
と
講
演
者
は
、
候
補
を
あ
げ

て
そ
の
交
渉
は
事
務
局
に
一
任
す
る

こ
と
と
し
た
。
（
後
日
、
会
場
は
秋

田
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ソ
ド
ホ
テ
ル
、
講
演

者
は
作
家
西
木
正
明
氏
S
3
4
と
決
定

し
た
一ま

た
、
総
会
の
進
行
は
4
1
年
次
が

行
う
こ
と
と
し
、
そ
の
他
当
日
の
役

割
分
担
等
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

な
お
、
会
の
盛
。
上
げ
を
図
る
た

め
、
各
年
次
と
も
出
席
者
増
に
努
め

る
と
と
も
に
、
会
の
万
全
を
期
す
る

た
め
、
二
回
目
の
打
合
会
を
七
月
中

に
開
催
す
る
こ
と
と
し
た
。

そ
の
他
で
は
、
同
窓
会
だ
よ
。
の

協
賛
広
告
六
十
コ
マ
の
年
次
分
担
と
、

新
入
会
員
入
会
式
の
司
会
、
激
励
者

の
人
選
を
2
0
④
年
次
が
担
当
す
る
な

ど
を
決
定
し
、
了
承
さ
れ
た
。

最
後
に
、
今
年
か
ら
総
会
参
加
者

に
は
「
校
歌
入
。
手
拭
」
を
無
償
配

付
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

前
教
頭
　
斎
藤
広
孝

昭
和
5
3
年
か
ら
本
年
の
3
月
ま
で

1
3
年
間
、
母
校
で
あ
る
名
門
秋
田
高

校
に
奉
職
が
で
き
、
充
実
し
た
教
職

生
活
を
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
こ
と
を
大
変
幸
せ
に
思
っ
て
お

。
ま
す
。

在
職
中
、
学
校
創
立
百
十
周
年
記

念
事
業
・
秋
田
開
催
の
5
9
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
・
新
校
舎
の
建
築
等
が
あ
り
、

大
学
入
試
制
度
も
共
通
一
次
そ
し
て

セ
ソ
タ
ー
試
験
な
ど
と
大
き
く
変
。

ま
し
た
。
文
武
両
面
に
わ
た
っ
て
同

窓
諸
兄
姉
が
築
い
て
き
た
輝
や
か
し

い
伝
統
を
継
承
で
き
る
よ
う
二
期
制

6
5
分
授
業
を
実
施
し
て
三
年
を
経
過

し
ま
し
た
。
本
年
の
入
試
状
況
は
近

年
に
な
い
好
結
果
で
関
係
者
一
同
喜

ん
で
い
る
次
第
で
す
。
運
動
部
関
係

で
は
硬
式
野
球
の
甲
子
園
出
場
3
回

の
他
多
く
の
種
目
で
好
成
績
を
挙
げ

前
教
頭
　
松
田
至
弘

わ
ず
か
二
年
間
の
在
職
で
し
た
が
、

内
容
的
に
は
筆
舌
に
尽
く
し
難
い
ほ

ど
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

同
窓
会
の
皆
様
の
ご
支
援
の
も
と

に
、
先
生
方
、
生
徒
諸
君
と
一
丸
に

な
っ
て
、
最
重
要
課
題
の
進
学
問
題

や
六
十
五
分
授
業
の
定
着
化
、
部
活

動
の
活
性
化
等
に
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
、
う
れ
し
く
思
っ
て
お
。
ま
す
。

県
教
育
セ
ソ
タ
一
に
転
勤
に
な
り
、

情
報
処
理
教
育
研
修
部
に
お
。
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

秋
高
並
び
に
秋
高
同
窓
会
の
一
層

の
ご
発
展
を
心
か
ら
お
祈
。
い
た
し

ま
す
。

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大
会
出
場

の
募
金
等
で
は
、
同
窓
会
員
の
皆
様

の
絶
大
な
ご
支
撃
」
協
力
を
得
ま
し

て
秋
高
の
名
声
を
よ
り
一
層
高
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
、
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

教
頭
と
な
。
ま
し
て
か
ら
学
校
側

代
表
と
し
て
同
窓
会
の
各
委
員
会
や

各
支
部
の
会
に
出
席
致
し
ま
し
た
が
、

塩
田
会
長
は
じ
め
役
員
の
皆
様
に
は

母
校
発
展
の
た
め
い
ろ
い
ろ
ご
指
導

や
激
励
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
を
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

同
窓
会
の
一
層
の
発
展
と
会
員
の

皆
様
の
ご
健
勝
を
祈
念
し
、
退
任
の

あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。
（
昭
2
3
至

▽
だ
よ
り
三
十
四
号
で
報
告
後
の
会

務
は
次
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。

2
・
2
7
　
大
館
支
部
総
会

3
・
1
　
企
画
委
員
会

7
　
新
入
会
員
入
会
式

同
窓
会
だ
よ
。
3
4
号
発
行

4
●

231631262522201613　9

1
2
0
周
年
実
行
委
員
会
の
業
務
も
活

発
化
す
る
に
つ
れ
、
事
務
局
も
あ
わ

た
だ
し
さ
を
増
し
て
き
ま
し
た
。

事
務
局
も
ひ
と
。
の
手
で
は
間
に

あ
わ
な
く
な
。
、
本
年
度
か
ら
事
務

局
に
女
性
の
補
助
員
を
お
い
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

四
月
か
ら
事
務
局
長
と
同
じ
く
毎

週
月
・
水
・
金
曜
日
に
勤
務
し
て
お

り
ま
す
。
本
校
4
2
年
卒
の
「
長
谷
川

和
子
」
さ
ん
で
す
。
今
後
も
ど
う
ぞ

宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

5

●

224221510

6

●

3
292212　5

7

　

●

　

1

69

飯
田
川
支
部
総
会

横
手
・
平
鹿
支
部
総
会

1
2
0
周
年
施
設
委
員
会

東
肥
羽
城
会
総
会

井
川
支
部
総
会

大
潟
支
部
総
会

正
・
副
会
長
会
議

昭
和
矢
留
会
総
会

企
画
委
員
会

広
報
委
員
会

1
2
0
周
年
校
史
委
員
会

当
番
年
次
打
合
せ
会

1
2
0
周
年
施
設
委
員
会

東
京
支
部
総
会

名
簿
委
員
会

1
2
0
周
年
行
事
委
員
会

1
2
0
周
年
総
務
委
員
会

1
2
0
周
年
施
設
委
員
会

鹿
角
支
部
総
会

大
曲
支
部
総
会

財
政
委
員
会

五
城
目
支
部
総
会

1
2
0
周
年
名
簿
委
員
会

祝
　
当
　
選

蔽
称
略

県
饅
会
譲
員

大
甲
　
祐
一
S
烈
　
竹
屋
直
太
郎
S
北

ヽ

　

ヽ

ヽ

北
林
　
照
助
S
釦
廿
小
松
　
汗
　
S
H

什
藤
一
戚
S
丹

加
藤
　
義
康
S
1
7

藤
原
　
皆
S
鉦

山
川
　
端
男
S
㍑

市
・
町
長大

館
市
長

鷹
巣
町
長

河
辺
町
長

長
谷
部
　
誠
S
掴

武
川
　
賢
‥
冗
S
m

辻
　
　
久
男
S
H

柴
川
康
一
扉
S
2
8
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等
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受
験
者
急
増
期
の
入
試
に
あ
っ
て
ー
平
成
三
年
度
入
試
か
ら
－

こ
こ
数
年
、
大
学
入
試
を
目
ざ
す

高
校
生
に
と
っ
て
は
受
難
の
時
代
で

あ
る
。
第
二
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
に
生

ま
れ
た
子
供
達
が
受
験
期
を
迎
え
、

ま
た
、
現
代
の
高
学
歴
社
会
を
背
景

と
し
た
大
学
・
短
大
へ
の
進
学
率
の

急
上
昇
な
ど
も
あ
っ
て
、
大
学
志
願

者
数
は
一
〇
〇
万
人
を
突
破
し
、
平

成
三
年
度
入
試
（
本
年
三
月
卒
業
生
）

で
は
実
に
三
〇
万
人
を
越
え
、

平
成
四
年
度
入
試
〈
現
三
年
生
一

で
は
一
二
二
万
人
に
も
な
る
だ
ろ
う

と
推
計
さ
れ
て
い
る
。

ま
さ
に
平
成
三
年
度
入
試
は
こ
の
よ

う
な
中
で
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

困
難
な
時
期
と
い
う
の
は
、
そ
れ

に
対
す
る
危
機
感
、
緊
張
感
が
働
く

も
の
で
こ
れ
が
良
く
作
用
す
れ
ば
平

素
以
上
の
力
を
発
揮
す
る
の
も
の
で

あ
る
が
、
平
成
三
年
度
の
入
試
結
果

は
真
に
こ
の
様
な
事
で
あ
っ
た
と
言

え
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
間
手
を
こ
ま

ね
い
て
き
た
わ
け
で
は
な
く
、
必
要

と
思
わ
れ
る
手
段
を
講
じ
て
き
た
つ

も
り
で
あ
る
。

入
試
の
特
徴
と
し
て
は
、
国
公
立

大
に
お
け
る
分
離
分
割
の
増
加
に
よ

る
一
校
受
験
化
の
傾
向
、
二
次
重
視

の
傾
向
、
地
域
の
拠
点
大
学
を
中
心

と
し
た
併
願
、
私
大
の
難
化
の
一
層

の
進
展
と
地
方
へ
の
波
及
、
安
全
志

向
の
合
格
優
先
型
受
験
な
ど
で
あ
っ

た
と
言
え
る
。

本
校
に
お
け
る
入
試
結
果
の
概
略

に
つ
い
て
述
べ
る
く
合
格
率
七
四
・

三
％
一
昨
年
六
三
・
一
残
一
昨
年

五
二
・
七
％
一
、
進
学
率
七
〇
・
三

％
（
同
六
二
一
％
同
五
〇
・
一
％
一

大学合格者数一覧表

平成3年度

」革」恒良］［計］

［712】［91

［訂甘甘
い‖1日4中

項　目

大学名

北　　海　　道

弘　　　　　前

岩　　　　　手

東　　　　　北

山　　形
）

　

l

　

＼

－

′

　

l

　

）

教
　
医
　
鉱

（

一

（

　

l

　

（

秋
　
田
　
福
茨

二
二
≡
－

城　　3　　1

波　　4

画 ÷千　　　　　葉

東京外国語

6　2

01

28

月東

学
　
工

京
　
京

東
　
東
一

芸

業

橋

11

誓
圏
1
1

5　3　4　2　2　5

1

お茶の水女子

横　浜　国　立
9　12

71

新　　　　　潟
22

金　　　　　沢
1

22

京　　　　　都
22

阪大

3
㌃

2　　7　　21　5　9

11

55

智上

中
　
明
　
立
　
早
　
同
　
立

央

1

8

2

4

9

1

8

2

五

6
　
1
0
　
1
　
8
　
2
　
4

1

2

　

1

4

　

8

　

1

0

　

　

8

治
教
田
社
頂

稲
　
志
命

で
あ
っ
た
。

国
公
立
大
に
お
い
て
は
、
セ
ソ
タ
ー

試
験
二
年
目
で
あ
り
内
容
も
ま
だ
流

動
的
で
先
の
読
め
な
い
困
難
な
試
験

で
あ
っ
た
が
、
全
国
平
均
五
〇
九
・

一
点
（
昨
年
比
〇
三
五
・
四
点
一
、

本
校
年
八
一
・
L
点
一
同
〇
二
六
・
九
一

で
全
国
平
均
に
比
べ
て
㊥
L
∴
六

点
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
も
国
公
立
大
で

善
戦
し
た
要
因
の
一
つ
で
あ
っ
た
と

言
え
る
。
卒
業
生
四
五
五
名
中
、
国

公
立
大
に
合
格
し
た
延
合
格
者
数
は

二
八
二
名
（
昨
年
比
④
六
一
一
で
実

人
数
は
二
三
八
名
で
卒
業
者
に
占
め

る
割
合
は
五
二
・
三
％
で
あ
っ
た
。

主
な
も
の
を
あ
げ
る
と
、
東
北
大
三

五
名
一
昨
年
比
④
十
二
一
秋
大
一
〇

九
名
一
㊥
二
三
一
東
大
人
名
⑦
三
一

東
京
学
芸
十
一
名
（
㊥
三
一
横
浜
国

立
九
名
⑦
二
一
阪
大
二
名
⑦
二
一

な
ど
で
あ
る
が
、
こ
の
中
に
は
、
東

北
大
医
二
名
、
秋
大
医
九
名
な
ど
が

含
ま
れ
て
い
る
。

次
に
私
大
に
お
い
て
は
、
受
験
人

口
急
増
の
あ
お
り
を
最
も
受
け
た
所

で
あ
。
、
本
校
受
験
者
の
ほ
と
ん
ど

は
そ
の
首
都
圏
の
有
名
私
大
を
受
験

す
る
の
で
、
そ
の
結
果
が
心
配
さ
れ

た
が
合
格
者
延
数
一
六
三
名
（
昨
年

比
㊥
十
四
）
合
格
者
実
数
一
〇
四
名

で
、
卒
業
者
に
対
す
る
比
率
は
二
二
・

九
％
で
あ
っ
た
。
主
な
も
の
を
あ
げ

る
と
、
慶
鷹
九
名
一
＋
三
一
中
央
十

二
名
⑦
三
一
津
田
塾
五
名
（
㊤
四
一

如
治
十
四
名
（
④
四
一
早
稲
田
十
名

一
㊥
一
一
立
命
館
八
名
（
㊥
七
一
な

ど
で
あ
っ
た
が
、
中
堅
私
大
と
い
わ

れ
る
と
こ
ろ
で
は
確
実
に
難
化
し
て

お
り
苦
戦
を
し
い
ら
れ
た
面
も
多
い
。

大
学
受
験
に
お
い
て
最
も
重
要
な

事
は
、
そ
の
当
事
者
で
あ
る
生
徒
が

自
身
の
将
来
像
に
対
し
て
ど
の
程
度

接
近
し
て
ゆ
け
た
か
と
い
う
事
に
あ

る
の
で
あ
っ
て
、
生
徒
の
持
つ
将
来

像
と
深
く
係
わ
っ
て
い
る
。

将
来
社
会
人
と
し
て
ど
の
様
な
職

業
に
従
事
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
る

の
か
、
そ
の
事
が
生
徒
の
受
験
に
向

か
う
気
持
に
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る

の
で
あ
る
。
進
路
指
導
も
受
験
指
導

も
真
に
こ
の
点
に
あ
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
同
窓
の
先
輩
諸
氏
の
実
社

会
で
の
経
験
に
基
づ
い
た
助
言
が
、

在
校
生
に
と
っ
て
必
要
で
あ
る
と
す

る
所
以
で
あ
る
。

品質本位　キリンビール

清　　酒　太　平　llj
秋田愚生コンクリート工業組合
秋用吊J八橋字卜八橋1ほ17（24ノ5540

秋田県生コンクリート協同組合全酒醐売業㈲ヤマキウ商店
秋川市両用川6－20合同ビル内　代表社員

小玉康延
（S31卒）

秋用市南通亀の町1－15

T E L O188－：33　5104～7

（6Ⅲ）28（i

埋事長奈良力男
（S31卒）

秋田県卓球協会

大曲市体育協会

理事長

佐々木岩男
（S31卒）

人曲直上人田Jll－リ

電話　0187－62－500：う

野菜味噌ラーメン
滋養豊富

珍味無類

（棚ひしい
いとう寝具

取締役

伊藤盛讃，陶潜亭
茨　鳥　交　差点　的
電話　0188－62－3559

秋川在茨島国1日1－1（
T E L　（）188－2：うー（）（）58

】二場　いとう寝ハ豊㌫I場
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秋
田
高
校
追
分
地
区
同
窓
会

「
追
分
三
叉
路
会
」

設
立
さ
れ
る

平
成
三
年
二
月
十
七
日
午
後
三
唱

追
分
地
区
秋
田
高
校
同
窓
会
の
設
立

総
会
が
追
分
農
協
生
活
セ
ソ
タ
t
を

会
場
に
し
て
、
同
窓
生
五
十
八
名
の

出
席
に
よ
り
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。秋

田
市
下
新
城
地
区
、
金
足
地
区

と
天
王
町
追
分
地
区
に
は
秋
高
O
B

が
約
三
百
名
お
り
ま
す
が
、
追
分
三

叉
路
を
中
心
に
三
地
区
が
位
置
し
て

い
る
と
こ
ろ
か
ら
会
の
名
前
を
「
追

分
三
叉
路
会
」
と
し
ま
し
た
。

役
員
構
成
は
次
の
通
。
で
す
。

会
　
長
　
小
野
又
雄
（
昭
1
8
卒
一

副
会
長
　
岩
城
信
雄
（
昭
2
0
卒
一

副
会
長
鎌
田
圭
喜
（
昭
2
2
卒
一

佐
藤
治
三
郎
（
昭
2
5
卒
一

幹
事
長
　
吉
成
俊
太
郎
（
昭
2
6
卒
一

監
　
査
　
水
沢
瑞
門
（
昭
1
8
卒
一

渡
辺
一
男
（
昭
2
7
卒
一

懇
親
会
に
は
室
田
学
校
長
、
小
沢

同
窓
会
副
会
長
、
伊
藤
事
務
局
長
の

ご
臨
席
を
頂
き
和
や
か
に
懇
談
が
進

む
中
、
豊
田
成
昭
氏
の
ボ
デ
ィ
ビ
ル

で
鍛
え
抜
か
れ
た
筋
肉
美
の
デ
モ
ソ

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ソ
に
は
驚
嘆
の
声
が

上
が
。
ま
し
た
。
久
し
振
り
に
校
歌

と
校
友
会
歌
を
出
席
者
一
同
声
高
ら

か
に
歌
っ
た
後
も
、
す
ぐ
に
は
散
会

で
き
ず
テ
ー
ブ
ル
を
並
べ
変
え
て
飲

み
直
し
、
更
に
夜
の
街
へ
そ
れ
ぞ
れ

繰
り
出
し
ま
し
た
。

△

崩
つとLl

だ卵圏磁

う
ぐ
い
す
坂
を
希
望
に
胸
を
膨
ら

ま
せ
、
登
っ
て
か
ら
も
う
か
れ
こ
れ

十
六
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。

日
本
の
高
度
成
長
期
の
真
っ
只
中

で
育
っ
て
き
た
の
が
、
私
た
ち
の
年

次
で
あ
ろ
う
。
受
験
戦
争
が
激
化
し
、

国
立
大
学
の
入
試
改
革
が
叫
ば
れ
て

い
た
時
代
で
も
あ
っ
た
。
マ
ー
ク
シ
ー

ト
方
式
に
よ
る
共
通
一
次
試
験
の
一

期
生
が
私
た
ち
で
あ
る
。
「
共
通
一

次
」
と
い
う
こ
と
ば
が
、
秋
高
祭
な

ど
数
々
の
行
事
や
学
校
生
活
に
様
々

な
波
紋
を
も
た
ら
し
た
の
を
記
憶
し

て
い
る
。
そ
の
共
通
一
次
試
験
も
、

今
や
セ
ソ
タ
ー
入
試
と
名
称
を
変
え

た
。
時
は
、
刻
々
と
流
れ
て
い
る
。

私
た
ち
が
、
初
め
て
同
期
会
開
催

に
本
腰
を
入
れ
て
取
り
組
ん
だ
の
は
、

丁
度
卒
業
後
十
年
が
経
過
し
た
年
で

あ
っ
た
。

「
十
年
目
の
区
切
。
に
、
集
ま
っ

て
み
よ
う
で
は
な
い
か
。
」

と
い
う
仲
間
の
声
と
、
同
窓
会
か
ら

の
名
簿
作
成
の
依
頼
と
が
重
な
っ
て
、

新
緑
の
十
和
田
と
鹿
角
を
観
光

一
泊
二
日
で
バ
ス
旅
行

秋
中
五
十
期
会
二
昭
1
2
卒
一
で
は
、

新
線
懇
親
会
を
級
友
阿
部
新
君
一
前

鹿
角
市
長
一
の
招
き
に
応
じ
て
、
六

月
二
十
七
、
二
十
八
の
両
日
、
十
和

田
と
鹿
角
観
光
を
バ
ス
旅
行
で
親
睦

し
た
。三

、
四
十
名
の
恒
例
参
加
を
見
込

み
、
デ
ラ
ノ
ク
ス
大
型
バ
ス
、
観
光

休
憩
所
予
約
な
ど
準
備
万
端
を
撃
見

た
と
こ
ろ
、
七
十
歳
台
に
突
入
し
た

年
令
と
な
る
と
、
体
調
を
崩
し
て
二

日
間
の
バ
ス
旅
行
は
無
理
と
い
う
こ

と
で
予
定
人
員
に
達
せ
ず
、
結
句

東
京
か
ら
や
っ
て
き
た
伊
藤
広
書
君

も
加
え
て
十
二
名
と
な
。
、
急
き
ょ

大
型
を
中
型
デ
ラ
ッ
ク
ス
に
変
電

二
十
七
日
は
、
ア
キ
タ
ニ
ュ
ー
グ

ラ
ソ
ド
ホ
テ
ル
を
午
前
八
時
出
萄

国
道
七
号
か
ら
同
二
八
五
号
に
入
り
、

小
坂
町
か
ら
新
設
の
樹
海
ラ
イ
ン
を

登
っ
て
、
待
望
の
八
幡
平
、
十
和
田

高
原
の
眺
望
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
よ

う
と
し
た
が
、
精
進
不
足
が
た
た
っ

て
か
、
濃
霧
で
視
界
十
メ
ー
ト
ル
の

惨
塔
と
こ
ろ
が
頂
上
の
発
荷
峠
に

到
着
す
る
や
、
婆
は
一
瞬
に
晴
れ
、

陽
光
さ
ん
さ
ん
と
輝
い
て
、
眼
前
に

る
。
次
第
に
焦
。
が
生
じ
て
き
た
。

そ
の
と
き
私
た
ち
を
救
っ
て
く
れ
た

の
は
、
市
内
在
中
の
仲
間
で
あ
る
。

約
二
十
名
の
仲
間
が
、
分
業
し
、
情

報
収
集
に
走
。
回
っ
た
。
予
算
も
都

合
を
つ
け
、
昭
和
六
十
四
年
一
月
三

日
。
つ
い
に
第
一
回
同
期
会
開
催
へ

と
こ
ぎ
つ
け
た
。

会
場
の
平
安
閣
に
は
、
約
百
名
の

所
　
＋
＋
．
．
＋
ル

ー
■

壷
　
メ

整
盗
器n

H
H
U

悶
悶
u

田
「

　

・

．

．

1

■

■

■

■

■

日
嗣
随
相

関
】

日田
目
口闘

凶
■
■
■
■
■
u

腰
払

¶

ふ
∴
一
∵
つ
．

額
田
u

－

i
椅

国
嗣

共
通
一
次
一
期
生

同
期
会
開
催
へ
の
活
動
が
ス
タ
ー
ト

さ
れ
た
。

と
こ
ろ
が
、
い
ざ
活
動
を
開
始
し

よ
う
と
し
て
み
る
と
、
困
っ
た
こ
と

が
た
く
さ
ん
生
じ
て
き
た
。
ま
ず
、

十
年
間
と
い
う
歳
月
が
、
消
息
を
つ

か
む
上
で
の
大
き
な
障
害
に
な
っ
て

い
た
し
、
連
絡
を
と
ろ
う
に
も
、
葉

書
を
書
く
手
間
や
予
算
の
問
題
が
あ

芸撞
　
鵜

五

同
期
の
仲
間
が
、
恩
師
の
先
生
方
と

共
に
旧
交
を
暖
め
た
。
会
が
盛
会
裡

に
終
わ
っ
た
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

実
は
、
私
た
ち
同
期
会
の
成
功
の

陰
に
、
運
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
教
え
て

く
だ
さ
っ
た
、
先
輩
の
力
が
あ
る
。

同
窓
会
の
支
え
を
私
た
ち
は
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
。

さ
て
、
第
一
回
の
同
期
会
の
場
で
、

せ
っ
か
く
の
友
と
の
出
会
い
を
断
ち

切
れ
に
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
会

員
の
願
い
か
ら
、
二
年
に
一
回
の
同

和
爛
脳
日
田
刷

［
‖
凶
　
．
　
日
和

日
盛
看
i
可
』
記

新
緑
の
土
利
田
湖
が
喝
と
た
ん

に
卒
中
の
ビ
ー
ル
と
冷
酒
の
き
き
め

が
現
わ
れ
て
一
同
バ
ン
ザ
イ
。

休
屋
か
ら
遊
覧
船
で
波
静
か
な
湖

上
遷
覧
を
楽
し
み
、
子
ノ
ロ
か
ら
奥

入
瀬
渓
流
を
往
復
し
て
森
林
浴
を
満

奥
の
の
ち
、
夕
刻
花
輪
の
阿
部
君

の
百
助
旅
館
に
到
考

六
時
半
、
琴
南
葛
阿
部
婦

人
の
心
温
ま
る
接
待
と
花
輪
美
人
の

お
酌
で
メ
ー
ト
ル
は
あ
が
。
っ
ぱ
な

し
。
校
歌
・
応
援
歌
・
カ
ラ
オ
ケ
で

の
。
に
の
っ
て
お
座
敷
ダ
ン
ス
も
堪

喝
散
会
後
、
．
花
輪
美
人
に
拉
致
さ

れ
て
夜
の
情
得
に
繰
。
だ
し
た
猛
者

嚢
青
春
は
年
令
に
あ
ら
ず
。

翌
二
十
八
日
は
、
阿
部
前
市
長
時

代
に
建
設
し
た
マ
イ
ン
ラ
ン
ド
の
新

旧
施
設
を
同
君
の
案
内
で
、
地
底
四

期
会
の
開
催
が
約
束
さ
れ
た
。
二
回

目
は
、
平
成
二
年
一
月
三
日
に
、
秋

田
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ソ
ド
ホ
テ
ル
で
行
わ

れ
た
。
悪
天
候
と
、
幹
事
側
の
欠
席

等
の
為
、
約
八
十
名
と
、
参
加
人
数

は
減
少
し
た
が
、
名
簿
が
整
理
さ
れ

た
お
か
げ
で
前
回
と
は
違
っ
た
顔
ぶ

れ
も
多
く
見
ら
れ
、
和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
で
会
が
進
め
ら
れ
た
。

県
外
の
転
居
し
た
友
も
多
い
中
で
、

二
年
に
一
度
、
故
郷
秋
田
で
同
期
会

を
開
催
し
て
い
く
こ
と
は
、
簡
単
な

こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
、
参
会
の

友
の
楽
し
そ
う
な
笑
顔
と
、
近
況
を

語
り
合
い
、
互
い
に
生
き
方
を
見
つ

め
合
う
意
義
あ
る
ひ
と
と
き
を
も
て

る
喜
び
を
糧
と
し
て
、
今
後
も
回
を

重
ね
て
い
き
た
い
と
思
う
。

現
在
は
、
同
期
会
の
事
務
局
を
護

国
神
社
に
置
き
、
名
簿
整
理
を
中
心

に
来
年
一
月
三
日
の
三
回
目
の
同
期

会
開
催
に
向
け
て
活
動
し
て
い
る
。

昭
和
五
十
四
年
卒
　
成
田
良
実

キ
ロ
弱
を
歩
く
。
続
い
て
、
ア
ソ
ト

ラ
館
（
鹿
角
観
光
ふ
る
さ
と
喝
ア

イ
孟
睾
鹿
の
角
と
の
意
の
由
一
で
、

花
輪
は
や
し
実
喝
三
百
六
十
慶
大

シ
ネ
ラ
マ
を
鑑
葛
他
県
か
ら
の
観

光
バ
ス
で
満
員
の
盛
況
さ
に
、
全
国

観
光
ル
ー
ト
に
缶
宏
エ
に
組
み
込
ま
れ

て
い
轟
行
政
の
巧
み
さ
に
、

秋
田
観
光
の
へ
ソ
は
、
秋
田
市
に
非

ず
し
て
、
鹿
角
・
八
幡
平
・
十
和
田

に
あ
。
て
の
感
を
深
く
し
て
、
夕
刻

秋
田
市
到
義
昭
欠
席
の
郡
波
三

郎
右
工
門
君
か
ら
の
多
大
の
芳
志
に

感
喝

一
参
加
者
一
相
沢
弘
、
阿
部
頚
伊

藤
博
次
、
池
田
康
夫
、
伊
藤
広
告

一
東
京
一
、
小
玉
健
竜
小
西
理
兵

喝
坂
杢
巧
賛
室
崩
「
沢
石
頭

福
田
兼
一
興
山
崎
由
萄
一
沢
石

記
一

八
郎
潟
支
部

新
入
生
歓
迎
会

当
支
部
は
毎
年
一
回
、
新
入
生
の

合
格
を
祝
し
て
総
会
が
開
催
さ
れ
る
。

昭
和
二
十
三
年
以
来
四
十
三
回
目
を

数
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
前
会

長
の
小
松
秋
明
氏
、
ま
た
現
幹
事
長

の
小
野
穣
氏
な
ど
の
尽
力
も
見
逃
す

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
今
で
こ
そ
十

名
以
上
が
合
格
す
る
よ
う
に
な
。
ま

し
た
が
、
二
十
数
年
前
は
わ
ず
か
一

人
か
二
人
で
し
た
。
参
加
者
も
少
な

く
、
近
隣
町
村
か
ら
O
B
を
応
援
に

集
め
て
開
い
た
こ
と
も
あ
。
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
紆
余
曲
折
は
あ
り
ま
し
た

が
、
毎
年
三
月
二
十
日
す
ぎ
に
当
会

を
持
ち
続
け
た
こ
と
は
大
い
に
誇
れ

る
こ
と
だ
と
思
っ
て
お
。
ま
す
。
最

近
で
は
、
巣
立
っ
て
い
っ
た
若
い
連

中
が
大
量
参
加
す
る
よ
う
に
な
。
、

幹
事
連
も
世
代
交
替
す
べ
く
考
え
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

当
会
の
特
徴
と
し
て
は
、
母
校
の

野
球
部
に
並
々
な
ら
ぬ
力
を
注
い
で

い
る
こ
で
す
。
八
郎
潟
中
か
ら
、
石

井
浩
郎
選
手
の
よ
う
な
力
の
あ
る
選

手
が
出
て
、
母
校
の
甲
子
園
出
場
を

果
た
し
て
は
し
い
と
、
毎
年
弁
天
球

場
で
の
応
援
に
声
を
限
り
の
気
勢
を

あ
げ
て
お
り
ま
す
。

O
B
の
子
弟
も
続
々
と
入
学
す
る

よ
う
に
な
。
ま
し
た
。
歓
迎
会
の
二

次
会
は
そ
の
O
B
持
ち
と
い
う
具
合

に
、
各
家
々
を
回
る
習
慣
も
つ
い
て

き
ま
し
た
。
さ
ら
に
会
員
の
計
報
の

際
は
幹
事
七
名
が
必
ず
下
足
番
を
す

る
と
い
う
不
文
律
も
い
つ
の
間
に
か

定
着
し
、
八
郎
潟
支
部
「
秋
高
会
」

の
ま
と
ま
。
と
面
倒
見
の
良
さ
を
保

文
化
講
演
会
開
催
男
鹿
支
部

の
　
第
九
回
文
化
講
演
会
・
平
成

二
年
総
会
開
催
状
況
。
㈱
　
平
成
三

年
新
春
役
員
懇
談
会
開
催
状
況
。

◎
用
の
開
催
状
況
。
第
九
回
文
化

講
演
会
は
、
前
秋
田
県
立
博
物
館
次

長
・
塩
谷
順
耳
氏
を
招
聴
し
平
成
二

年
十
月
二
十
七
日
田
午
後
、
『
中
世

史
上
に
お
け
る
男
鹿
・
安
東
氏
と
東

北
の
帯
大
屋
と
題
し
、
男
鹿
堅
別
・

ホ
テ
ル
諸
井
に
て
開
催
。
秋
山
秀
麿

幹
事
長
（
昭
和
2
7
年
卒
一
は
「
現
在
、

男
鹿
・
菅
原
市
政
は
、
低
迷
状
況
に

あ
る
男
鹿
観
光
の
強
力
な
振
興
策
と

し
て
：
男
鹿
・
安
東
氏
の
史
蹟
等

を
探
求
・
再
構
築
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ

て
、
歴
史
的
ロ
マ
ン
に
充
溢
し
た
観

光
地
に
飛
躍
で
き
る
よ
う
邁
進
さ
れ

て
い
る
が
、
私
達
も
こ
の
推
進
に
貢

献
を
と
の
熱
情
か
ら
開
催
し
た
。
尚
、

男
鹿
市
が
、
こ
の
対
策
を
実
施
前
か

ら
、
私
達
は
こ
れ
に
着
目
し
昭
和
6
2

年
・
第
六
回
文
化
講
演
会
の
折
は
、

男
鹿
半
島
史
の
泰
斗
・
磯
村
朝
次
郎

氏
（
昭
2
5
年
卒
一
に
よ
る
“
男
鹿
・

安
東
氏
”
に
つ
い
て
講
演
会
を
開
催

し
、
好
評
を
博
し
、
観
光
政
策
の
先

駆
的
役
割
を
果
た
し
た
。
」
と
開
催

、
吉
日
を
述
べ
た
っ

そ
の
後
、
塩
谷
氏
は
一
般
市
民
を

含
む
2
0
0
名
の
聴
衆
に
「
巾
安
東
氏

時
代
の
東
北
諸
大
名
帯
　
安
東
氏

と
諸
大
名
の
争
い
　
捕
　
安
東
氏
と

（

信
長
・
秀
吉
・
家
康
に
つ
い
て
講
演
。

そ
し
て
佐
竹
氏
よ
り
長
期
に
互
っ
て
、

秋
田
県
の
中
央
部
を
統
治
し
、
男
鹿

半
島
に
盤
堀
し
て
、
海
運
を
通
じ
て

男
鹿
や
秋
田
県
の
発
展
に
貢
献
し
た
」

と
一
時
間
、
格
調
高
い
講
演
を
さ
れ

た
。圃
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総
会
に
移
り
、
会
計
収
支
決
算

（
一
五
〇
万
円
一
又
、
事
業
経
過
等

を
報
告
し
了
承
を
得
、
役
員
改
選
を

し
、
加
藤
義
孝
氏
一
昭
1
6
年
卒
一
辞

任
、
新
支
部
長
に
森
山
勇
一
郎
氏

（
昭
1
3
年
卒
一
を
選
出
・
就
任
の
挨

拶
後
、
室
田
学
校
長
の
現
状
説
明
等

の
後
、
直
ち
に
懇
談
会
に
移
。
、
極

め
て
有
意
義
、
盛
会
裡
に
終
了
。
尚
、

上
記
の
二
講
演
資
料
を
申
込
者
に
贈

呈
す
る
。

◎
㈱
の
状
況
、
平
成
三
年
二
月
二

十
三
日
当
午
後
、
男
鹿
温
泉
・
セ

イ
コ
ー
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
、
新

春
役
員
懇
談
会
を
開
催
・
森
山
勇
一

郎
支
部
長
が
「
更
に
一
層
、
親
陸
を

高
揚
し
、
男
鹿
の
躍
進
に
貢
献
を
」

と
挨
拶
。
秋
山
秀
麿
幹
事
長
は
「
昨

年
十
月
総
会
の
懸
案
事
項
・
新
名
簿

作
成
と
第
十
回
文
化
講
演
会
を
記
念

し
て
特
別
に
企
画
・
挙
行
し
た
い
」

と
述
べ
た
。
そ
の
後
、
地
元
・
北
浦

の
代
表
・
今
山
弘
毅
氏
一
昭
1
4
年
卒
一

の
祝
辞
の
後
、
空
前
絶
後
の
和
気
あ

い
あ
い
の
内
に
出
席
者
2
0
名
が
各
々

懇
談
を
重
ね
、
平
川
秀
三
郎
氏
一
昭

2
7
年
卒
一
の
閉
会
の
辞
で
閉
幕
。

（
秋
山
秀
麿
　
記
一

井
川
支
部
総
会

私
た
ち
井
川
支
部
の
総
会
は
、
例

年
三
月
に
開
か
れ
る
。
昭
和
五
十
九

年
か
ら
新
入
生
の
激
励
と
父
兄
の
慰

労
も
こ
め
て
行
わ
れ
て
き
た
。

今
年
は
、
新
入
生
四
名
一
内
女
子

」
一
と
会
員
十
六
名
、
本
部
か
ら
伊

藤
事
務
局
長
、
学
校
か
ら
は
小
林
洋

先
生
が
お
い
で
に
な
り
、
三
月
二
十

二
日
に
開
か
れ
た
。

伊
藤
鋼
二
郎
会
長
の
挨
拶
の
あ
と
、

伊
藤
事
務
局
長
か
ら
同
璽
宗
近
況
、

小
林
先
生
か
ら
は
学
風
を
交
え
て
新

入
生
と
し
て
の
心
構
え
な
ど
に
つ
い

て
の
話
が
あ
っ
た
後
、
乾
杯
。

現
役
時
代
を
回
顧
し
て
の
自
己
紹

介
は
、
日
頃
聞
か
れ
な
い
O
B
と
し

て
初
め
て
明
か
す
秘
話
も
出
て
き
た

ち
続
け
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

母
校
の
発
展
を
心
か
ら
祈
念
す
る
も

の
で
あ
。
ま
す
。

（
事
務
局
　
武
塙
悠
武
記
一

大
館
支
部
総
会

平
壁

車
於百

二
十
七
日

い
と
く

番
敢

闇
2

円
日
は
腰

日
田

日

田

田

脳
貯
S
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岡
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悶
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岨
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日
■
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田
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大
館
支
部
役
員

支
部
長布

袋
屋
伊
作

副
支
部
長石

川
寛
l

I－

伊
藤
的
彦

事
務
局
長加

藤
浩

。
、
ユ
l
T
ク
に
進
ん
だ
。
喉
も
適

度
に
う
る
お
う
頃
、
先
輩
・
後
輩
が

入
。
ま
じ
。
、
話
に
花
が
咲
い
て
い

る
。
こ
の
時
で
な
け
れ
ば
見
ら
れ
な

い
光
景
で
も
あ
る
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
は

や
は
り
メ
ド
レ
ー
で
校
友
会
歌
な
ど

を
歌
う
こ
と
。
円
陣
に
な
っ
て
肩
を

く
み
大
声
で
歌
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
胸

に
人
生
の
万
感
が
よ
ぎ
っ
て
い
る
よ

う
で
　
。
今
年
は
い
つ
に
な
く
校

歌
は
五
番
ま
で
キ
ノ
チ
リ
と
。

近
年
は
会
員
の
二
世
も
合
格
し
、

親
子
で
会
に
出
席
す
る
ケ
ー
ス
も
目

立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
会
員
数
が
二

十
名
程
度
と
少
な
い
井
川
支
部
に
と
っ

て
、
き
ち
っ
と
し
た
名
簿
の
整
理
、

整
責
の
加
入
が
急
が
れ
る
を
ろ
、

ま
た
、
事
務
局
の
サ
イ
ド
㌢
支
部

旗
・
応
援
旗
な
ど
を
新
調
す
る
計
画

案
も
さ
れ
て
い
る
、
こ
の
ご
ろ
の
近

況
で
あ
る
。
一
鈴
木
敏
昭
記
一

加
藤
産
婦
人
科
医
院

加
藤
昭
典

（
S
2
0
④
卒
）

秋
川
l
－
j
南
通
亀
の
町
聖
霊
‥
同
校
－
I
門
削

T
E
L
　
〇
八
八
！
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日
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大
潟
村

総
会
新
入
生
歓
迎
会

先
般
（
平
成
3
年
3
月
2
5
日
一
、

大
潟
支
部
の
総
会
並
び
に
新
入
生
歓

迎
会
が
当
村
「
ふ
れ
あ
い
遊
創
館
」

に
於
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
平
成
2
年
度
事
業
報
告
、

収
支
決
算
並
び
に
3
年
度
事
業
計
画

一
案
一
、
収
支
予
算
（
案
一
が
全
員

一
致
で
可
決
承
認
さ
れ
た
後
、
引
続

い
て
「
新
入
生
歓
迎
会
」
が
催
さ
れ

ま
し
た
。

当
日
は
、
ご
多
忙
の
と
こ
ろ
男
鹿

支
部
よ
り
秋
山
秀
麿
幹
事
長
は
じ
め

役
員
3
名
が
ご
出
席
下
さ
。
、
近
隣

友
好
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
感
謝
申
し
上

げ
る
と
共
に
今
後
も
先
輩
支
部
と
し

て
、
ご
指
導
ご
鞭
鐘
を
腸
。
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
遠
路
の
と
こ
ろ
母
校
よ
。

小
林
洋
先
生
、
同
窓
会
本
部
よ
り
伊

藤
事
務
局
長
が
御
出
で
く
だ
さ
。
、

新
入
生
に
秋
高
生
と
し
て
の
心
得
や
、

同
窓
生
の
活
躍
に
つ
い
て
の
お
話
を

し
て
頂
き
ま
し
た
。
両
先
生
の
ご
講

話
や
秋
山
幹
事
長
の
「
安
東
氏
」
に

関
連
し
た
男
鹿
支
部
の
活
動
報
告
、

更
に
は
児
玉
邦
男
会
長
の
あ
い
さ
つ

に
真
剣
な
眼
差
し
で
話
し
に
聞
き
入

る
新
入
生
と
、
熱
心
に
メ
モ
を
執
る

父
母
の
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

今
回
は
、
大
潟
村
中
学
校
か
ら
7

名
の
合
格
者
一
当
日
1
名
欠
席
一
を

出
し
ま
し
た
が
、
新
入
生
の
皆
さ
ん

に
は
こ
の
日
の
助
言
を
忘
れ
ず
一
刻

も
早
く
人
生
の
目
標
を
持
ち
、
有
意

義
な
秋
高
生
活
を
送
る
事
を
希
望
し

て
止
み
ま
せ
ん
。

一
薄
田
　
茂
　
記
一

昭
和
矢
留
会
・
総
会

平
成
三
年
三
月
三
十
一
日
・
午
後

三
時
か
ら
、
三
年
ぶ
。
で
総
会
を
開

催
し
た
。

母
校
か
ら
室
田
校
長
、
同
窓
会
か
ら

伊
摩
事
務
局
長
の
出
席
を
い
た
だ
き
、

舎
只
十
七
名
が
出
席
し
て
開
会
し
た
。

菅
原
会
長
の
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
あ
い

さ
つ
に
続
い
て
、
室
田
校
長
か
ら
学

校
の
近
況
に
つ
い
て
報
告
が
あ
。
、

そ
の
中
で
今
年
の
大
学
受
験
者
の
合

格
は
、
東
大
十
名
、
東
北
大
に
は
東

北
で
二
位
と
合
格
率
六
十
パ
ー
セ
ソ

小
の
良
い
成
績
と
な
っ
た
。
こ
れ
を

バ
ネ
に
一
層
の
努
力
を
す
る
。
ま
た

授
業
時
間
も
六
十
五
分
授
業
を
実
施

し
て
い
る
が
効
果
が
あ
っ
た
と
自
負

し
て
い
る
。

し
か
し
、
学
業
も
大
切
で
あ
る
が
、

運
動
部
の
活
躍
も
相
乗
効
果
を
生
む

と
解
釈
を
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
方

面
に
も
、
力
を
入
れ
文
武
に
亘
る
伝

統
の
継
承
を
期
待
し
た
い
と
話
を
さ

れ
て
い
た
。
続
い
て
協
議
事
項
に
入

り
、
菅
原
幹
事
長
か
ら
会
務
報
告
、

役
員
改
辻
に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
、

全
員
留
任
と
、
会
員
の
賛
同
を
い
た

だ
い
た
。

ま
た
前
回
の
総
会
の
会
計
報
告
に
つ

い
て
も
了
承
さ
れ
た
。

特
記
さ
れ
る
こ
と
と
し
て
、
会
で

は
昭
和
六
十
三
年
か
ら
地
域
か
ら
母

校
に
合
格
し
た
新
入
生
と
父
兄
を
招

待
し
て
激
励
会
を
開
催
し
て
い
る
が
、

今
回
、
た
ま
た
ま
総
会
と
重
っ
た
こ

と
か
ら
、
入
学
前
で
あ
っ
た
が
、
校

長
か
ら
、
お
祝
い
の
言
葉
を
い
た
だ

い
た
こ
と
は
、
新
入
生
と
し
て
は
望

外
の
幸
せ
で
あ
っ
た
と
思
う
。
会
と

し
て
も
一
層
の
精
進
を
期
待
す
る
も

の
で
あ
る
。

さ
て
懇
親
会
は
に
ぎ
や
か
に
、
和

気
ア
イ
ア
イ
と
時
の
過
ぐ
る
の
を
忘

れ
る
位
に
盛
会
で
あ
っ
た
。
終
り
に

全
員
で
高
ら
か
に
校
歌
を
歌
い
、
名

ご
り
を
お
し
み
な
が
ら
散
会
を
し
た
。

（
昭
和
矢
留
会
幹
事
　
小
野
一
一

・
東
京
紫
紺
会

第
2
1
回
墓
盈
菰
笠
二
昭
1
3
年
卒
一

は
、
平
成
三
年
太
郎
月
の
末
日
、

「
羅
綾
の
網
の
袖
軽
ろ
き
巻
」
の
ど

其
ソ
中
、
東
京
銀
座
六
丁
目
の
富
貴

洞
で
午
後
六
時
か
ら
開
催
し
た
。
厳

冬
の
さ
中
な
が
ら
、
集
ま
。
来
た
っ

た
も
の
は
後
記
の
十
四
名
、
常
連
の

北
喝
佐
藤
㈲
、
進
藤
、
平
沢
君
達

の
顔
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
と
、

在
秋
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
代
表
の
参
加
が

な
か
っ
た
こ
と
は
寂
し
か
っ
た
が
、

久
し
ぶ
。
に
本
間
導
易
出
席
が
あ
っ

た
の
は
錦
上
に
花
を
添
え
て
く
れ
る

も
の
だ
っ
た
。
型
ど
お
り
物
故
者
の

冥
福
を
祈
る
黙
藤
を
了
え
て
か
ら
一

同
久
闊
を
叙
し
、
本
間
君
を
中
心
に

し
て
歓
談
の
ひ
と
と
き
を
過
し
た
が
、

夫
々
が
古
稀
と
言
わ
れ
る
年
令
で
あ

り
な
が
ら
そ
れ
を
暫
く
忘
れ
て
、
往

時
を
語
ら
い
、
近
況
を
報
じ
あ
い
、

最
後
に
恒
例
の
校
歌
、
校
友
会
歌
、

県
民
歌
を
斉
唱
す
る
あ
た
り
は
、
シ

ル
バ
ー
エ
ー
ジ
ア
ソ
の
意
気
未
だ
衰

え
ず
、
馬
齢
な
お
燦
々
た
る
も
の
あ

る
を
感
じ
さ
せ
た
。
お
互
に
再
会
を

絶
し
て
敢
会
、
三
々
五
々
家
路
に
つ

い
た
の
は
、
銀
座
で
は
ま
だ
宵
の
口

と
言
わ
れ
る
八
時
頃
だ
っ
た
。
出
席

者
（
敬
称
略
、
五
十
音
順
一
は
つ
ぎ

の
と
お
。
、
加
賀
奄
斉
藤
、
坂
本
、

佐
藤
㈲
、
佐
藤
軸
、
菅
原
㈲
、
辻
、

中
山
、
長
嶺
、
西
田
、
早
川
、
本
間
、

宮
田
、
山
信
田
以
上
十
四
名
。（辻記一

飯
田
川
支
部
総
会

よ
う
や
く
春
め
い
て
き
た
平
成
三

年
三
月
九
日
（
土
一
、
秋
高
同
窓
会

飯
田
川
支
部
の
総
会
が
昭
和
町
の
潮

目
で
行
わ
れ
た
。

学
校
側
か
ら
は
、
室
田
弘
校
長
、

小
林
忠
雄
同
窓
会
副
会
長
、
伊
藤
守

一
同
窓
会
事
務
局
長
の
三
氏
が
、
お

忙
し
い
な
か
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ご

出
席
い
た
だ
い
た
。

当
日
の
出
席
者
は
二
十
人
を
数
え

た
が
、
こ
れ
は
例
年
の
こ
と
。
ど
の

支
部
も
悩
み
の
タ
ネ
だ
と
思
わ
れ
る

の
が
若
い
人
の
出
席
で
は
な
か
ろ
う

か
。
当
支
部
に
と
っ
て
も
課
題
の
ひ

と
つ
で
あ
る
。
因
み
に
出
席
者
の
平

均
年
齢
を
と
っ
て
み
た
と
こ
ろ
、
五

十
七
歳
と
い
う
数
字
が
出
て
き
た
。

さ
て
、
総
会
の
方
は
小
玉
正
巳
会

長
（
昭
和
四
年
卒
一
の
あ
い
さ
つ
で

始
ま
っ
た
。
次
に
ご
来
賓
の
室
田
校

長
先
生
と
小
林
同
窓
会
副
会
長
か
ら

学
校
の
近
況
な
ど
に
つ
い
て
あ
い
さ

つ
を
い
た
だ
い
た
。
後
輩
の
活
躍
を

聞
く
に
つ
け
、
頼
も
し
く
も
あ
。
、

う
れ
し
く
も
あ
る
。
続
い
て
、
会
計

報
告
、
監
査
報
告
、
役
員
改
選
を
経

て
無
事
議
事
を
終
了
し
た
。

続
い
て
は
待
望
の
懇
親
会
で
あ
る
。

伊
藤
守
一
同
窓
会
事
務
局
長
の
音
頭

で
、
そ
れ
は
始
ま
っ
た
。
母
校
を
愛

す
る
集
団
に
理
屈
は
い
ら
な
い
、
話

に
花
が
咲
い
た
。
い
や
、
咲
き
に
咲

い
た
。
楽
し
い
時
間
は
ま
た
た
く
間

に
過
ぎ
て
し
ま
う
の
が
世
の
常
。
校

歌
を
大
合
唱
す
る
時
間
を
相
な
っ
た
。

「
天
上
は
る
か
に
一
一
」
大
声
を
張

り
あ
げ
、
懐
か
し
の
校
歌
を
歌
う
。
と
飛
び
だ
し
、
万
歳
と
拍
手
が
止
ま

き
っ
と
各
々
の
脳
裏
に
学
生
時
代
の
　
ぬ
な
か
、
別
れ
を
惜
し
み
つ
つ
も
我

巳
が
去
来
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
　
が
飯
田
川
轟
霞
お
開
き
と
な
っ

か
。
校
歌
が
終
わ
り
、
応
援
歌
が
次
々
　
た
。

剣
道
部
魁
星
旗
で

ベ

ス

ト
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第
二
十
回
記
念
魁
星
旗
争
奪
高
校

勝
抜
剣
道
大
会
が
、
四
月
二
二
日

県
立
体
育
館
で
行
な
わ
れ
た
。

北
は
北
海
道
東
海
四
高
、
南
は
宮
崎

県
高
千
穂
高
、
大
阪
P
L
学
園
、
奈

良
正
強
高
、
千
葉
安
房
高
、
宮
城
県

小
牛
田
農
埜
過
去
イ
ソ
タ
ー
ハ
イ

優
勝
校
な
ど
全
国
の
強
豪
二
〇
六
校

が
参
加
し
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
前
哨

戦
と
し
て
熱
戦
が
展
開
さ
れ
た
。

過
去
四
回
優
勝
、
準
優
勝
三
回
の

成
績
を
残
す
我
が
校
も
大
将
鎌
田
昌

晃
を
中
心
と
し
て
優
勝
を
目
指
し
大

い
に
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

二
回
戦
は
先
鋒
佐
藤
宍
紀
が
宮
城

県
涌
谷
高
を
一
蹴
、
三
回
戦
は
中
堅

石
上
卓
矢
が
郡
山
高
校
を
相
手
に
せ

ず
副
将
大
将
を
残
す
活
躍
で
あ
っ
た
。

続
く
四
回
戦
は
京
都
の
名
門
東
山

高
校
。
大
将
鎌
田
ま
で
追
込
ま
れ
た

が
よ
く
踏
ん
張
り
四
人
抜
き
を
果
た

し
準
々
決
勝
へ
と
駒
を
進
め
た
。
思

え
ば
例
年
に
な
い
秦
雪
、
厳
寒
の
中

で
の
稽
古
に
継
ぐ
稽
古
、
精
神
面
で

の
た
く
ま
し
さ
が
感
じ
ら
れ
る
一
戦

一
戦
で
あ
っ
た
。

準
々
決
勝
近
大
附
属
高
相
手
に
善

戦
僅
差
で
敗
れ
は
し
た
も
の
の
、
会

場
内
か
ら
秋
高
強
し
の
評
価
を
多
数

受
け
た
の
で
あ
っ
た
。
今
回
の
大
会

を
糧
と
し
全
県
総
体
優
勝
を
目
指
し

今
後
精
進
す
る
こ
と
を
部
員
一
同
が

誓
い
表
彰
式
に
臨
ん
だ
。

尚
、
大
将
鎌
田
昌
晃
が
技
術
優
秀

と
認
め
ら
れ
、
優
秀
選
手
賞
が
お
く

ら
れ
た
。

全
国
高
校
柔
道
選
手
権

大
会
に
出
場
し
て

三
月
二
十
一
日
、
我
々
は
心
身
共

に
ベ
ス
ト
コ
ソ
デ
ィ
シ
ョ
ソ
で
日
本

武
道
館
の
門
を
く
ぐ
り
ま
し
た
。

昨
年
十
一
月
の
県
大
会
優
勝
か
ら

こ
の
門
を
く
ぐ
る
ま
で
、
理
詰
め
の

厳
し
い
練
習
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
も
、
「
日
本
武
道
館
で
試
合
が

出
来
る
」
と
い
う
一
つ
の
享
え
が
我
々

を
奮
起
さ
せ
ま
し
た
。

一
回
戦
の
高
松
商
業
戦
で
は
、
自

分
が
先
鋒
を
か
っ
て
出
て
五
人
抜
き

を
狙
っ
て
い
き
ま
し
た
が
、
周
。
の

雰
囲
気
に
の
ま
れ
早
々
と
敗
喝
非

常
に
不
安
な
出
出
し
、
と
な
。
ま
し

た
。
し
か
し
、
大
将
水
兄
の
土
壇
場

で
の
追
い
上
げ
な
ど
で
代
表
戦
に
持

ち
込
み
、
冷
汗
を
か
き
な
が
ら
も
勝

利
を
収
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

続
く
二
回
戦
の
四
日
市
中
央
工
業

戦
で
は
、
緊
張
感
の
糸
が
切
れ
て
し

ま
っ
た
の
か
、
自
分
達
の
柔
道
を
さ

せ
て
も
ら
え
ず
、
あ
っ
さ
り
敗
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

今
回
の
大
会
を
通
じ
て
学
ん
だ
こ

と
は
数
多
く
、
こ
れ
か
ら
生
き
て
い

く
う
え
で
、
非
常
に
よ
い
経
験
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
も
監
督
を
は
じ
め

多
く
の
先
生
方
、
O
B
の
方
々
の
御

協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
こ
こ
ま
で
こ
れ

た
の
で
あ
。
、
そ
の
恩
に
報
い
る
為

に
も
、
こ
れ
ら
の
経
験
で
学
ん
だ
こ

と
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

一
3
年
主
将
　
安
田
大
介
一

全
県
選
抜
柔
道
大
会
に
優
勝
し
て

2
年
　
鎌
田
　
竃
士

僕
た
ち
秋
高
柔
道
部
は
、
先
日
行

わ
れ
た
全
県
選
抜
柔
道
大
会
に
お
い

て
、
第
三
十
回
大
会
を
記
念
し
新
し

く
な
っ
た
優
勝
旗
を
見
事
に
勝
ち
と

る
こ
と
が
出
来
た
。

僕
た
ち
は
こ
の
大
会
に
臨
む
に
あ

た
り
、
あ
る
目
標
を
た
て
た
。
そ
れ

は
、
『
安
田
先
輩
を
使
わ
ず
に
優
勝

す
る
』
だ
っ
た
。

今
の
メ
ソ
バ
ー
は
三
年
生
が
一
人
。

あ
と
は
一
、
二
年
の
若
い
チ
ー
ム
で

あ
る
。
し
か
し
過
去
の
全
国
大
会
秋

田
県
ま
嘩
中
天
地
区
、
ど
れ
を
と
っ

て
み
て
も
先
輩
の
力
が
か
な
。
の
部

分
を
占
め
て
き
た
。
先
輩
が
い
な
か
っ

た
ら
絶
対
に
勝
て
な
か
っ
た
と
い
っ

て
も
い
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
、
今
度

こ
そ
は
と
思
っ
て
僕
た
ち
は
試
合
に

臨
ん
だ
。
だ
が
結
局
先
輩
に
頼
っ
て

し
ま
い
結
果
と
し
て
優
勝
は
し
た
も

の
の
、
先
の
こ
と
を
考
え
る
と
け
っ

し
て
納
得
の
い
く
も
の
で
は
な
か
っ

た
。
今
思
う
と
二
年
生
に
自
覚
が
足

。
な
す
ぎ
た
と
思
う
。

全
県
大
会
ま
で
も
う
一
か
月
も
な

い
。
「
次
の
主
役
は
オ
レ
た
ち
だ
」

と
い
う
の
を
よ
く
心
し
て
、
ま
た
部

員
全
員
が
、
『
全
県
大
会
優
勝
』
と

い
う
目
標
に
向
か
っ
て
心
を
一
つ
に

し
て
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

お　　　願　　　　い
それで、同窓の方々のお力添えをいただき

たくこの「お願い」を載せていただきましたこ
この次号にお心当りがありましたら、本校

図書館までお知らせ下さいませんでしょうか。
宜しくお願いいたします。

平成3年8月20日
秋田高校　図書部　校史係

葦森磨；（文芸部々誌）欠号
5、　6、

13、16、

22、24、

28、29、

34、36、

46

2、　3、　4

7、　8、12

17、20、21

25、26、27

30、32、33

37、38、39

卒業アルバム　欠号
昭和31年、32年、42年、
49年　3月卒業のもの

南暁（社会部々誌）欠号
1、2、3、4、5、

6、22、26、30、31、

32、35、36、37、38

本校図書館では創立120周年に備えて校史資
料を整備しております。その一環として今年
度は校内で発刊されました校友会誌（羽城）、
文芸部誌（琢磨）、社会部誌（南暁）、秋高
新聞と卒業アルバムの収集を急いでおります
が下記の各号が欠けております。
県や市の図書館や古本屋などにも当ったり

しておりますが、欠けている部分がなかなか
埋まらないのが現状です。

復刊で現在1冊しか無

（昭和27年・）
（昭和29年）
（昭和32年）
（昭和35年）
（昭和37年）
（昭和41年）
（昭和42年）
（昭和15年）

いもの
復干U第3号

第5号
第8号
第11号
第13号
第17号
第18号
第21号

秋南新間　欠号
1、　2、　3　　4　　5

8、15、16、

36、45、46、

54、55、58、

62、64、66、

71、72、73、

76、77、85、

95、96、99、

6、　7、

18、28、

52、53、

60、61、

68、70、

74、75、

91、92、

103、106、113、123、

118、183

羽　ま戎（校友会々誌）
現在　欠いているもの
第7号（明治27年頃）
第17号（明治31年頃）
第21号（明治34年頃）
第31号（明治39年頃）
第40号（明治45年頃）
第41号（大正2年頃）
第42号（大正3年頃）
第43号（大正4年頃）
第44号（大正5年頃）
第45号（大正6年頃）
第46号（大正7年頃）
第47号（大正8年頃）
第48号（大正9年頃）
第49号（大正10年頃）
第50号（大正11年頃）
第51号（大正12年頃）
第52号（大正13年頃）
第53号（大正14年頃）
第55号（昭和2年頃）
第56号（昭和3年頃）
第57号（昭和4年頃）
第58号（昭和5年頃）

▽
退
職

教
頭
　
斎
藤
　
広
孝
先
生

j
教
諭
　
湊
　
潤
二
郎
先
生

講
師
　
石
井
え
り
子
先
生

講
師
　
金
　
弘
樹
先
生

講
師
　
腰
山
　
潤
先
生

▽
転
出
（
氏
名
・
転
出
先
）

松
田
　
至
弘
先
生
一
県
教
育

セ
ソ
タ
⊥

伊
藤
　
栄
悦
先
生
（
秋
田
西
高
一

伊
藤
　
宏
毅
先
生
一
秋
田
中
央
高
一

畠
山
　
拡
志
先
生
一
新
鼻
高
一

梅
津
　
清
我
先
生
一
本
荘
高
一

高
橋
一
成
先
生
（
高
校
教
育
課
）

▽
転
入
（
氏
名
・
前
任
高
）

松
岡
　
正
樹
先
生
（
県
教
育

セ
ン
タ
ー
）

小
野
　
健
爾
先
生
（
秋
田
南
高
一

稲
村
　
綾
子
先
生
（
高
校
教
育
課
一

軽
部
　
和
夫
先
生
（
秋
田
北
高
一

伊
藤
　
孝
紀
先
生
（
秋
田
南
高
一

松
田
　
光
博
先
生
（
新
屋
高
）

平
瀬
　
秀
夫
先
生
（
秋
田
西
高
一

高
野
　
光
章
先
生
（
秋
田
北
高
一

珍
田
一
人
先
生
（
新
採
用
一

瀬
田
川
仁
子
先
生
（
新
採
用
一

川
村
　
博
先
生
一
講
師
と
し
て
一

渡
辺
　
憲
主
査
（
総
務
課
）

「
秋
田
高
校
写
真
集
」

に
つ
い
て

最
近
、
松
本
市
の
「
た
つ
の
こ
出

版
」
よ
り
同
窓
会
員
に
標
記
出
版
物

の
発
行
に
つ
い
て
依
頼
が
あ
っ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
は
学
校

も
同
窓
会
も
一
切
関
係
あ
。
ま
せ
ん

の
で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

圏
圏
圏
圏

だ
よ
り
第
誉
サ
漸
く
発
刊
に
至
り

ま
し
た
。
七
月
上
旬
境
を
目
途
に
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
諸
般
の
事
情
で

遅
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
深
く
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。
残
暑
厳
し
き
析

ご
自
愛
く
だ
さ
い
。
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